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静岡県交通基盤部建設支援局工事検査課 



平成30年度　交通基盤部発注工事の建設工事事故事例

No 発生日時 種別 事故内容 事故状況

1

H30.4.17
（火）
9：15

公衆災害 倒壊
門形吊り装置による橋梁桁の架設を行っていたところ門柱が山側に転倒し現道を塞ぎ
通行不能となった。幸いなことに労働者及び第三者にけが等は無かった。

2

H30.5.2
（水）
9：20

労働災害 崩壊 作業員が暗渠側溝清掃中に流水に押し流され頸椎を骨折した。

3

H30.10.1
（月）
11：00

公衆災害 傷害
河川堤防で肩掛け式草刈り機による除草作業を行っていたが、堤防道路を走行してき
た自転車の運転者の足首に草刈り機の歯を接触させ怪我を負わせた。

4

H30.12.17
（月）
18：50

公衆災害 傷害
切削工が完了した状態で現場を開放していたが、そこを通行した歩行者が転倒し骨折
した。

5

H31.1.23
（水）
10：00

労働災害 転落
除草作業の搬出物を積載したトラックに飛散防止シートを被せる作業を行っていたとこ
ろ、ダンプトラックが前方へ動き出し荷台に乗っていた作業員が地面に落下した、

6

Ｈ31.3.6
（水）
10：45

公衆災害 架空線切断
埋め戻し作業中にバックホウのアームが電線に接触しパチンコ店の引込線を切断し
た。

7

H31.3.12
（火）
11：10

労働災害
挟まれ・巻き込ま

れ
雑割栗石張工を施工中に、作業に使用していたバックホウが旋回し、作業を行ってい
た作業員が護岸とバックホウの間に挟まれ負傷した。

8

H31.3.29
（金）
10：55

労働災害 飛来・落下
平積みされた鋼矢板をクレーンで吊り上げる作業を行っている最中に留め金具が外れ
落下した。この衝撃で作業員が負傷した。

　平成30年度　　経済産業部発注工事の建設工事事故事例

No 発生日時 種別 事故内容 事故状況

1

H30.7.18
（水）
8：35

労働災害 転倒
現場代理人が土留工の出来形計測中に、土留工の上で足を滑らせて転倒し、下部の
水路工部に転落し頸椎を骨折した。

2

H30.10.22
（月）
15：30

労働災害 転倒
伐採作業中、伐採木(広葉樹)が予想と違う方向に倒れ、伐採していた作業員が退避
する際に転倒した。

3

H30.11.14
（水）
11：50

公衆災害 傷害
伊豆箱根鉄道長崎踏切付近の農道舗装工事で、アスファルトフィニッシャーが踏切を
通する渡に線路の保護用に敷いた合板を、踏切内に立てかけておいたところ、電車が
近づいたときにセンサーが反応し電車が停止した。

4

H31.1.7
（月）
16：00

労働災害
挟まれ、

巻き込まれ

法面整形作業員（被災者）が作業中に路面の石につまずき、転倒しないようにバラン
スをとるため踏ん張り足を広げたところに、後進してきた(別の作業員が引いていた)１
トンローラーに右足の甲を轢かれた。

5

H31.3.29
（月）
10：30

労働災害 飛来・落下 山腹斜面で測量中に落石があり、現場代理人の背中に当たった。



公有物 民有物

　（第1報は下記内容について分かる範囲で記入し、上表の下段は該当項目以外を消去する。）

　工事事故報告書（物損事故）

なし

G3桁の架設作業を実施

架設桁上から横移動しているときに門構（もんこう）が国道側へ倒れた

詳細は調査中

６　現場代理人等の現場常駐状況（不在の場合は理由を記載）
常駐

報告
見解
報告
見解

 平成30年4月17日（火）　午前9時15分頃

工事の実施状況

３　損害等の状況（複数の施設等が損傷を受けた場合は下表をコピーして記載のこと

森山　実

１　工事概要（第１報時は太枠内のみ記載で可）

工事名
工事箇所
受注者名

賀茂郡松崎町石部地内
極東興和株式会社　静岡営業所

平成29年度[第29-D1101-01号]（国）136号防災・安全交付金（国道橋梁改築（防災）工事（仮称新石部橋上部工）（11-01）

発出区分 所有者等の区分

工事関係者第5報

門型桁吊り装置（松崎側橋脚付近）が桁の吊り下げ作業中に国道側へ横転し現道を塞ぐ

平成29年9月6日～平成31年1月25日
199,260,000円請負金額

発生日時
事故概要

 下田土木事務所(松崎支所)
平成 30年 ４ 月 20日 11時 00分

西田　希

２　事故概要

工期

桁架設工施工中

現場代理人名
主任技術者名

門型桁吊り装置、主桁の撤去の見込みがたたないため、復旧時期は未定復旧の見込み

国道136号

下田土木事務所

門型桁吊り装置（松崎側橋脚付近）が国道側へ横転し現道を塞ぐ損害の状況
所有者等
施設名等

４　損害施設利用者の被害状況（不特定多数が利用している施設等を損傷した場合

５　事故の原因と安全対策の実施状況

７　関係機関への報告及び見解等

労基署

警察署

クレーンを使用した架設作業に該当しないため労基への届出・提出書類は不要

現場代理人より事故状況を報告

現場代理人より事故状況を報告

人的被害なしのため、下田土木事務所と調整すること。24時間の交通誘導員配置の徹底



平成30年4月17日

9:20 現場代理人より、事故報告を受ける

9:45 支所職員現場着

10:00 下田警察署松崎分庁舎による現場検証

10:30 支所より第１報及び現場写真を道路整備課・道路保全課へ報告

維持管理課より道路情報板に道路利用者へ全面通行止めの情報提供

維持管理課より危機管理部賀茂地域局・下田警察署松崎分庁舎、松崎町、南伊豆町、地元観光協会へ連絡

12:00 迂回看板及び規制看板等設置

13:00 下田警察署による現場検証終了

13:15 労働基準監督署による現場検証

14:05 労働基準監督署による現場検証終了

16:00 転倒した門型桁吊り装置撤去を手配

19:50 雲見区長、三浦同志会へ現状の報告

平成30年4月18日

8:30 打合せ（下田土木松崎支所・極東興和（株））

13:35 下田警察署より撤去工事に関する協議書の提出依頼を受ける

16:30 事故要因を道路整備課へ報告

16:50 雲見観光協会長へ現状報告

平成30年4月19日

8:30 打合せ（下田土木松崎支所・極東興和（株））

10:10 復旧工法及び工程表を道路整備課へ提出

12:25 県庁から撤去工事再開の了承を受ける

12:30 松崎支所から現場代理人へ撤去工事開始を伝える

13:30 撤去工事着手

18:00 道路整備課、下田土木事務所、極東興和で復旧工法・工程の打合せ

平成30年4月20日

9:30 下田土木松崎支所、東海バスと現地調査（暫定開放時のバスの通行可否の確認）

11:30 道路整備課、下田土木、施工総研の現地確認

８　事故発生後の事務所及び受注者の対応状況



国道１３６号（仮称新石部橋） 工事事故【位置図】

Ｎ

国道136号

工事事故発生箇所
（松崎町石部）

(一)南伊豆松崎線

(主)下田松崎線



門型桁吊り装置

至 松崎
G１ G３G２

■架設状況図（側面図）

■架設状況図（断面図）

国道136号

横取り

至 松崎

至 下田

据
付

据付完

門型桁吊り装置

架設桁

架
設
桁

（山 側）（海 側）

国道１３６号（仮称新石部橋） 工事事故【事故概要】

Ｐ２Ｐ１

至 下田

至 松崎

【工事事故発生】
（仮称）新石部橋L=40ｍ

■平面図

Ｎ



Ｐ1

至 下田至 三島

■ＰＣ単純コンポ橋（セグメント工法）
■橋長 ４０ｍ

至 三島

至 下田

橋桁

架設桁

Ｐ１側門型油圧リフター

Ｐ２側
門型油圧リフター

Ｐ２側
門型油圧リフター

架設桁

Ｇ３桁

２ 事故発生状況 4/17

１ 現場状況（事故発生状況全景）



３ Ｇ３桁の状況

４ Ｇ３桁の状況（状況写真）



■Ｐ２側門型油圧リフター基部（道路側）

■Ｐ２側門型油圧リフター基部（海側）

■Ｐ１側門型油圧リフター基部（道路側）

■Ｐ１側門型油圧リフター基部（海側）

５ ブラケット部の状況



■ 第１回現場検証（４月20日）

■ 第２回現場検証（５月22日）

＜現場検証の主な内容＞
・事故現場状況確認
・全面通行止め解除に向けた対策方針の検討等

■ 第３回現場検証（６月20日）

国道１３６号（仮称新石部橋） 工事事故【現場検証】

＜現場検証の主な内容＞
・原因の分析、事故現場状況確認（残地した関係部材等の確認）
・破損部材の確認（現場から撤去し松崎新港に保管）

＜現場検証の主な内容＞
・原因の特定（報告書とりまとめ）



○架設状況図（側面図）

○架設状況図（断面図）

国道１３６号（仮称新石部橋） 工事事故【事故原因①】

［当初の施工計画］ ［実際の施工状況］

橋脚とブラケットは密着 枕梁

門型桁吊り装置

至 松崎
G１ G３G２

国道136号

横取り

据
付

据付完

架
設
桁

（山 側）（海 側）

ブラケット （参考）Ｐ１山側ブラケットの状況

ワイヤーブリッジ
固定金具と干渉

■ブラケットの設置方法の変更

○門型油圧リフター基部ブラケットとワイヤーブリッジ固定金具の干渉が判明

↓

○ブラケットを橋脚外側に１５ｃｍ張り出すように設置

○張り出し位置の調整のため、橋脚とブラケットの間に枕梁を設置

⇒架設計画書と異なる施工、変更架設計画書が未提出

至 松崎

至 下田

P1 P2

架設桁

門型桁吊り装置

● 安全管理措置が不適切

● 施工体制の著しい不備



国道１３６号（仮称新石部橋） 工事事故【事故原因②】

○ブラケットの設置状況

張出脚

橋脚

ﾌﾞﾗｹｯﾄ本体

張出脚

橋脚

ﾌﾞﾗｹｯﾄ本体

拡大

… コンパネ

… 鉄板

［マニュアル記載の設置要領］

［実際の施工状況］

… コンパネ

… 鉄板

… ﾄﾞﾗｲﾓﾙﾀﾙ

鉛直荷重

鉄板

○ブラケット支点の状況

■ブラケットの設置上の不備

○ブラケットを橋脚外側に１５ｃｍ張り出すように設置。位置調整のための枕梁は、ケミカル

アンカー等で固定すべきところ、固定していなかった →回転しやすい状態

○ブラケット支点部に敷設すべきコンパネが省略されていた →滑りやすい状態

○張出脚が支点となるべきところ、ブラケット下面も橋脚と接する状態であった

→橋脚縁端部まで鉛直荷重が作用する状態

設置位置150mmずらし

枕梁
※
を設置し

調整

※ｹﾐｶﾙｱﾝｶｰ等による固定なし

鉛直荷重

● 安全管理措置が不適切

● 施工体制の著しい不備



国道１３６号（仮称新石部橋） 工事事故【事故原因③】

■事故の発生

○ブラケットを施工計画とは異なる位置に設置
↓

○ブラケットが移動、回転

○桁の横移動中、橋脚コンクリートがせん断破壊
↓

○門型油圧リフターの安定性欠落につながり、倒壊に至った

設置位置150mmずらし

枕梁を設置し調整

○門型油圧リフターの倒壊

回転

枕梁が上方に移動

○橋脚コンクリートのせん断破壊

○ブラケットの
設置位置変更

○ブラケットが回転



国道１３６号（仮称新石部橋） 工事事故【事故原因④】

■事故の発生のメカニズム

事故原因は「ブラケット設置の不備」

・ブラケット（Ｐ２山側）を橋脚外側へ15cm張り出すように設置したこと、位置調整の
ために枕梁を設置したが、ケミカルアンカー等で固定をしていなかったことからブラ
ケットが回転しやすい状態にあった。
⇒ ①ブラケットの変位 、 ②ブラケット支点部の破損が発生

・設置したブラケットは耐力が小さい橋脚橋座面の縁端部に荷重を伝達してしまう不安定

な状態にあった。

⇒ ③コンクリートの角欠けが発生

・①～③の事象が発生したことにより、門型油圧リフターが自立できなくなるまで傾斜し、

倒壊に至った。

○ 解析結果

解析条件：架設開始時リフター傾斜１°、風速５m/s（水平荷重0.4％相当）

① 変位
水平方向に20～40mm変位する。

（事故後の測定でＰ２橋脚山側のブラケットは約90mm山側へ移動）

② 支点部の破損
鉛直方向に15.6mmの変位が生じる。ブラケットと枕梁のボルトは、ボルトの余裕代10mmを超える
ため、ボルトにせん断力が発生し破断。

（事故後の調査でボルトの破断を確認するとともに、枕梁の位置が上方へ約24cm移動）

③ コンクリート角欠け
①の変位（水平方向に20～40mm変位）により、コンクリートの角欠けが発生。水平方向に26mm
以上変位するとコンクリート角欠けが発生（安全率0.91）。

（事故後の調査で橋座縁端部コンクリート破損が生じている）



○ 概要
・工事事故によりやり直しが必要なG3桁の架設を再開
・架設工法は、再発防止を主眼に、現場条件等を鑑み、決定

○ 検討条件
・架設桁が活用可  セグメントの地組に利用
・再発防止を徹底  より安全であること。地域等が安心すること
・工期を極力短縮  事故に伴う不測の時間に対する対応

 対地域＋着工できない別途工事

採用工法  トラッククレーン相吊り架設

１案 ２案

架設桁＋門型桁吊り装置 架設桁＋トラッククレーン架設

概要
・架設桁を利用
・事故を起こした架設工法と同 △

・同左
・事故を起こした架設工法と異なる工法 ○

・セグメントを架設桁上で組立、接合、緊張。
・門型桁吊り装置で、相吊りし、所定の位置へ横移動し架設
　 　移動中は、全面通行止め（再発防止策と関連） △

・セグメントを架設桁上で組立、接合、緊張。
・トラッククレーン２台で相吊りし、所定の位置へ横移動、
架設
  作業は、夜間、全面通行止めで実施

○

工程
（架設作業時）

・約４週間
△

・約２週間
○

主な架設用設備
・門型桁吊り装置の設置が必要

△
・550Tトラッククレーンの組立が必要

△

主な通行規制
・終日、片側交互通行規制

△
・夜間全面通行止めが６日発生
　 　ただし、地域等了解済み △

安全面
・事故と同工法で不安を仰ぐ可能性

△
・事故と異なる工法で不安を払拭する期待
・TCで吊るというわかりやすさが不安を払拭 ○

総　括

・安全面、及び事故による不測時間への対応の視点から２案
より劣る
　 　工事期間が２案より長い
　 　事故と同工法で不安視される懸念

△

・安全面、及び事故による不測時間への対応の視点から１案
より優れる
　 　工事期間が１案より短い
　 　事故と異なる工法に加え、TCで吊る作業はわかりやす
い

○

○ 架設工法比較表

■架設桁併用トラッククレーン架設（概要図）

国道１３６号（仮称新石部橋） 工事事故【再発防止策①】

■ １）架設工法の変更

・落下し、損壊したＧ３桁の架設は、トラッククレーン相吊り架設に変更する。
・架設は夜間通行止めで行い、第３者への安全性を確保する。



国道１３６号（仮称新石部橋） 工事事故【再発防止策②】

■ ２）架設計画の支店審査

・これまで現場対応としていた架設計画について、計画時の支店事前審査により十分
な照査を実施する。

■ ３）技術者の増員

・現場管理の徹底のため、補助技術者（主任技術者相当）を増員し、施工管理、安全
管理など管理体制を強化する。



国道１３６号（仮称新石部橋） 工事事故【再発防止策（参考）】

■ その他の再発防止策

１）社内体制の改善
・社内審査体制の強化のため、安全管理通達を発行する。
・計画段階から詳細な部分までの審査を実施する。仮設機材組立完了・架設作業開始前の

点検強化のため、架設作業に精通した者が安全確認を行った後、架設作業を開始する。
２）マニュアルの改善

・「門型リフター組立マニュアル」を改善。
３）門型油圧リフター使用時における基部の照査等の標準化

・「門構脚部ブラケット設置時の留意事項」を定め、設置方法の標準化を図る。

１）社内体制の改善 ２）マニュアルの改善

３）門型油圧リフター使用時における基部の照査等の標準化



国道１３６号（仮称新石部橋） 工事事故【事故発生に伴う損害】

■工事発生に伴う損害

・国道の通行止め： 全面通行止め 11日（4/17～4/27）
夜間通行止め（撤去工事時22時～翌朝6時※） 16日（5/7～5/25）

※土曜日22時～翌朝6時を除く

・迂回に伴う道路利用者の損失（参考）: 約51,000千円（H27センサス＝1,932台／日）

※費用便益分析マニュアル（H30.2月 国土交通省 道路局 都市局）

に基づく試算

国道136号の交通が全て迂回路（県道）に転換する想定

・緊急車両通行不能によるリスク ： 国道の通行止め期間

・路線バスの運休（西伊豆東海バス） ： 212便（4/17～4/27）

・スクールバスの代替運行（松崎町） ： ９台（4/20～4/27 下校時のみ運行）

・事故に伴う下田土木事務所の経費 ： 約 4,800千円

通行規制時の迂回路



（第１報時は下記内容について分かる範囲で記入し、上表の下段欄は該当項目以外を消去する。） 

 

工事事故報告書（人身事故） 
 平成30 年5 月7 日 13 時00 分 
 沼津土木事務所（御殿場支所） 
１ 工事概要（第１報時は太枠内のみ記載で可） 

工事名 
平成29 年度[第29-I5722-01 号]（一）沼津小山線外 
道路維持（小規模修繕委託）業務委託１６工区 

工事箇所 駿東郡小山町 生土 地内外 

受注者名 株式会社小方組 

現場代理人名 榑林 峰男 

主任技術者名 榑林 峰男 

工期 平成29 年6 月23 日～平成30 年7 月31 日 

請負金額 10,900,000 円 

工事の実施状況 側溝清掃工[（一）沼津小山線（駿東郡小山町菅沼地内] 

 
２ 事故概要 

発生日時 平成30 年5 月2 日（水）  9 時20 分頃 

事故概要 作業員が暗渠側溝清掃中に流水に流された。 

 
３ 負傷者等の状況（複数名が負傷等をした場合は下表を人数分コピーし、重症者から記載のこと） 

被災者氏名等 鎌野 光二 （６５歳） 

傷病部位・状態 首骨折 

病院名 順天堂大学医学部附属静岡病院 

手術・入院の有無 連休明け（5/7）まで入院。連休明けに検査し、手術の有無を決定。

傷病の程度 頸椎骨折（詳細不明） 

 

４ 事故の原因と安全対策の実施状況 

道路側溝の清掃中に流された。 

 

 

５ 現場代理人等の現場常駐状況（不在の場合は理由を記載） 

下流側側溝で見張り及び作業中 

 

 

発出区分 被災者等の区分 被災状況 

第4 報 工事関係者   傷害事故（１人）  



６ 関係機関への報告及び見解等 

労基署 
報告 10時30分 事故発生の電話で一報。14時30分 怪我の状況報告

見解  

警察署 
報告 10 時頃～12 時過ぎ 現場にて聴取 

見解  

 
７ 事故発生後の事務所及び受注者の対応状況 

5 月2 日（水） 
9 時10 分頃  事故発生。 

9 時18 分    業務代理人が事故発生を発見。 

9 時22 分    救急車を手配。（消防レスキュー隊でドクターヘリを手配） 

9 時25 分頃   作業員救出 

・作業員意識有り、目立った外傷なし(擦り傷程度) 

・生年月日も自分で答える。 

・息ができないと訴える。 

9 時30 分頃～ 消防レスキュー隊の聴き取り調査。 

9 時39 分    沼津土木事務所御殿場支所へ報告 

10 時頃      救急車にて足柄SA へ搬送、現場に駆け付けた社長が同乗。 

           ドクターヘリに搭乗していた医師の判断にて順天堂大学医学部付属

病院へ搬送 

10 時18 分   沼津土木事務所から道路保全課へ第1 報報告 

10 時頃～    地元派出所や御殿場署の聴取 

12 時過ぎ    御殿場署刑事課聴取終了 

14 時30 分頃  診察終了 

            首骨折。手術の方法等ついては連休明けに判断。 

１６時15 分    沼津土木事務所から道路保全課へ第2 報報告 

 

5 月7 日（月）  

    11 時00 分   明日（5 月8 日）手術を行う事が決定。 

5 月8 日（火） 

    14 時頃     首を固定する手術完了。 

              今後、術後の経過を診て、今後の手術や治療の時期を決める。            

 



性別・年齢

職　　業

 ［災害の概要］
  

  □事 故 の 概 要 ：平成30年5月2日（水）午前9時10分頃

  □安全対策の有無 ヘルメット、ヘッドライトの着用
 ［再発防止策］
  □問      題      点 ：

□防   止   対   策 ：

①-2他からの側溝への流入がある場合は、関係者と調整し、上流で堰き止
　めたり、他の水路へ流れるよう対策をとる。

　［事故の状況が分かる写真または図面］

事故内容 大量の水に流され負傷 被
災
者

男性　　65歳

被災状況

事故周知・再発防止〔平成３０年度発生事例〕

災害の種類 人身事故

頚椎骨折 土木作業員

工 事 区 分 側溝(暗渠)清掃

□現 場 の 状 況 ：
　一般県道沼津小山線と町道原向本線の交差点にある横断暗渠側溝にごみが詰まり閉塞したた
め、作業員が中に入りゴミの除去していた。今回の作業には、業務代理人と被災者の２名で従事
し、事故時には業務代理人は下流側でゴミをさらう作業をしていた。

③作業員は、安全帯を着用し命綱を使用する。

①上流側の側溝の水位を低下させて実施する方法を検討しなかった。

③作業員が安全帯を着用せず、命綱も使用していなかった。
①-1上流側を堰止め水中ポンプを使用するなどして、上流側の側溝内の水
 　を除去して作業を行う。

②見張り員を配置し監視する。

　横断暗渠側溝のつまりの除去するために、当初は上流側の開口部から13㎜の鉄筋棒で突いた
がうまくいかなかったので、被災者が下流側から暗渠の中に立入り、バールで突きながら作業をし
ていたところ、突然つまりが解消され、大量の水に押し流された。その後、作業員は３２メートル流
される間に側溝の壁などに体を打ちつけられて頸椎を骨折した。

②被災した作業員のみで作業を行った。

ごみが詰まっている状況

町道側の側溝から溢水し、道路上へ流出側溝（上流側）の満水状況



　［事故の状況が分かる写真または図面］

事故周知・再発防止〔平成３０年度発生事例〕
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位　置　図

事故発生箇所

事故発生箇所



工 事 名

工 事 箇 所

図面の種類

縮 尺

静 岡 県 沼 津 土 木 事 務 所

測量年月日 Ｈ. . . 設計年月日 Ｈ. . .

駿東郡小山町　菅沼　地内

平面図

図　示 図面番号 1 葉中 1

事故発生箇所

平 面 図

業務代理人配置位置（事故時）
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暗渠側溝断面
4
5
0

4
3
0

500

350

8
8
0

32m

町
道
原
向
本
線



事故処理状況調書 

 
5 月2 日（水）  

9 時10 分頃   事故発生。 
9 時18 分    業務代理人が事故発生を発見。 
9 時22 分    救急車を手配。（消防レスキュー隊でドクターヘリを手配） 
9 時25 分頃   作業員救出 

・作業員意識有り、目立った外傷なし(擦り傷程度) 
・生年月日も自分で答える。 
・息ができないと訴える。 

9 時30 分頃～ 消防レスキュー隊の聴き取り調査。 
9 時39 分    沼津土木事務所御殿場支所へ報告 

10 時頃       救急車にて足柄SA へ搬送、現場に駆け付けた社長が同乗。 
ドクターヘリに搭乗していた医師の判断にて順天堂大学医学部付
属病院へ搬送 

10 時18 分     沼津土木事務所から道路保全課へ第1 報報告 
10 時頃～      地元派出所や御殿場署の業務代理人榑林氏への聴取開始 
12 時過ぎ      地元派出所や御殿場署の業務代理人榑林氏への聴取終了 
14 時30 分頃   診察終了 
            首（頸椎）骨折。手術の方法等ついては連休明けに判断。 
            片肺機能不全。経過観察後、処置、治療法を検討。 
１６時15 分    沼津土木事務所から道路保全課へ第2 報報告 

 
5 月7 日（月）  
    11 時00 分    明日（5 月8 日）手術を行う事が決定。 
 
5 月8 日（火） 
    14 時頃      首を固定する手術完了。（8：30 開始） 
               今後、術後の経過を診て、今後の手術や治療の時期を決める。 
               被災者はＩＣＵ内で麻酔をかけたままの状態。 
 
5 月9 日（水） 
    10：30～12:00  御殿場警察署、御殿場支所へ来所し聴取（佐野班長対応） 
    15：00 以前    被災者、肺の機能を確保するため、管を入れる手術を行う。 
               夜には麻酔も切れて、アイコンタクトがとることができ、意識がある 

ことが確認されている。 
 
5 月10 日（木） 
    午前中      ＩＣＵを出て、一般の病室へ自分の足で移動。 
               腕も回せる状態であった。   
 

 
5 月12 日（土） 
    ―        重湯を食べられるようになる。看護師の付き添いつきで車いすでト 

イレへ行ける。 
 
5 月13 日（日） 
    ―        五分粥を食べられるようになる。 
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